
被
表
彰
者
紹
介

　

式
で
は
、
長
き
に
わ
た
り
消

防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
消
防
団

員
や
そ
の
家
族
、
計
１
２
２
人

と
１
カ
部
へ
表
彰
状
や
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
を
次
の
通
り
紹
介

し
ま
す（
敬
称
略
）。

※（　

）は
役
職
、
所
属
分
団・部・階
級
。

例（
栄
１
団
員
）＝
栄
分
団
第
１
部
団
員
。

県
知
事
表
彰

◆
功
労
章

行
木
幸
弘（
消
防
司
令
）、
伊
藤

登（
消
防
司
令
）

◆
精
勤
章

越
川
雅
之
（
匝
瑳
副
分
団
長
）、

石
井
克
則
（
豊
和
副
分
団
長
）、

伊
藤
正
裕
（
中
央
副
分
団
長
）、

及
川
武
彦
（
栄
１
団
員
）、
平

山
暁
彦（
吉
田
２
団
員
）、
椎
名

秀
樹
（
匝
瑳
１
団
員
）、
林
純
一

（
吉
田
２
団
員
）、
鵜
澤
彰
（
椿

海
４
団
員
）

県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
功
労
章

関
篤
史（
団
本
部
付
）、
伊
藤
和

英（
吉
田
分
団
長
）、
宮
内
正
仁

（
中
央
副
分
団
長
）

◆
精
勤
章

仲
宗
根
良
太
（
椿
海
４
部
長
）、

及
川
祐
平（
飯
高
２
班
長
）、
勝

股
正
広（
匝
瑳
１
団
員
）、
石
井

友
規（
豊
和
３
団
員
）、
熱
田
信

之（
吉
田
１
団
員
）、
角
田
勝
也

（
平
和
３
団
員
）、
林
秀
利
（
野

田
２
団
員
）、
金
杉
貴
仁（
豊
栄

２
団
員
）、
及
川
健
蔵（
中
央
１

団
員
）、
塚
本
隆
裕（
共
興
２
団

員
）、
伊
藤
晴
雅（
栄
２
団
員
）

県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

◆
防
災
危
機
管
理
部
長
章

熱
田
真
一
（
野
田
１
部
長
）、
滝

田
弘
幸（
平
和
２
部
長
）、
髙
安

光
洋（
椿
海
４
班
長
）、
林
利
彦

（
豊
和
３
班
長
）、伊
藤
祐
介（
野

田
６
班
長
）、
青
木
一
成
（
共
興

１
班
長
）、
舩
山
和
己（
匝
瑳
２

団
員
）、
中
川
友
彦（
中
央
２
団

員
）、
及
川
浩
平
（
栄
３
団
員
）、

小
川
勝
也（
吉
田
２
団
員
）、
塩

野
谷
憲
吾（
中
央
４
団
員
）、
須

郷
政
志（
豊
栄
１
団
員
）、
小
関

忠
男（
須
賀
１
団
員
）、
玉
澤
将

吾（
飯
高
１
団
員
）

県
消
防
協
会
海
匝
支
部
長
表
彰

◆
功
労
章

鎌
形
宏
規（
豊
和
２
部
長
）、
並

木
章
浩（
飯
高
２
部
長
）、
玉
井

儀
功（
吉
田
２
部
長
）、
柏
熊
淳

（
須
賀
２
班
長
）、
江
波
戸
啓
介

（
共
興
１
班
長
）、山
﨑
之
広（
匝

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基

づ
き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
消
防

団
。

　

令
和
５
年
匝
瑳
市
消
防
出
初
式
が
１
月
７
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
、
団
員
た
ち
は
、
消
防
・
防
災
活
動
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

出初式に臨む消防団員

消防・防災活動への決意を新たに
令和５年匝瑳市消防出初式
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市長表彰 県消防協会長表彰 瑳
２
団
員
）、
久
保
田
恒
一
（
椿

海
４
団
員
）、
須
合
佑
樹（
中
央

６
団
員
）、
押
尾
良
規（
野
田
４

団
員
）、
椎
名
裕
一（
平
和
１
団

員
）、大
木
喜
貴（
豊
栄
２
団
員
）

◆
精
勤
章

太
田
裕
介（
中
央
５
部
長
）、
玉

澤
真
介（
飯
高
１
部
長
）、
熱
田

亮
（
野
田
５
部
長
）、
吉
井
豊

（
栄
５
部
長
）、
元
倉
啓

（
中

央
１
部
長
）、
林
秀
幸（
豊
和
２

班
長
）、
髙
橋
智
和（
平
和
３
班

長
）、
石
田
秀
一
（
野
田
１
班

長
）、
太
田
充
博
（
平
和
４
団

員
）、
井
上
慎
太
郎（
中
央
２
団

員
）、
越
川
豊（
中
央
５
団
員
）、

藤
井
良
平（
中
央
１
団
員
）、
須

合
清
志（
匝
瑳
１
団
員
）、
渡
邉

修（
豊
栄
１
団
員
）、
依
知
川
高

明（
吉
田
２
団
員
）、
桑
田
保
則

（
豊
和
２
団
員
）、佐
藤
澄
空（
椿

海
１
団
員
）、
石
橋
祐
一（
平
和

２
団
員
）、
平
野
由
貢（
共
興
２

団
員
）、
鵜
之
沢
公
蔵（
須
賀
２

団
員
）、
林
真
之
（
野
田
２
団

員
）、
岩
井
誠
（
野
田
６
団
員
）、

林
泰
弘（
野
田
３
団
員
）、
大
木

哲
（
栄
１
団
員
）、
伊
藤
善
直

（
栄
４
団
員
）

市
長
表
彰

◆
特
別
功
労
章

嶋
田
肇（
団
本
部
付
）

◆
功
労
章

椎
名
貴
之
（
栄
３
部
長
）、
加

瀨
俊
彦
（
野
田
３
部
長
）、
秋

山
泰
徳（
吉
田
２
班
長
）、
石
橋

年
樹（
平
和
１
班
長
）、
土
屋
朋

大
（
中
央
２
団
員
）、
飯
島
清

（
豊
栄
２
団
員
）、
向
後
学
（
豊

和
１
団
員
）、
小
堀
孝
男（
匝
瑳

２
団
員
）、
秋
葉
信
人（
椿
海
４

団
員
）、
菱
木
彰
宏
（
飯
高
１

団
員
）、
宇
野
正
和（
共
興
１
団

嶋 田 　 肇

功労章功労章特別功労章

宮 内 正 仁 伊 藤 和 英

員
）、山
﨑
明
洋（
須
賀
２
団
員
）

市
消
防
団
長
表
彰

◆
千
葉
県
消
防
操
法
大
会
出
場

部
表
彰

中
央
分
団
第
１
部

◆
功
労
章

椎
名
雄
作（
匝
瑳
１
部
長
）、
小

川
芳
明（
野
田
４
部
長
）、
鎌
形

祐
太（
豊
和
１
部
長
）、
村
上
和

輝
（
栄
２
部
長
）、
大
木
章
宏

（
須
賀
２
部
長
）、
林
靖
之
（
須

賀
１
部
長
）、
小
林
龍
也
（
中

央
４
班
長
）、
大
川
智
丈
（
中

央
３
班
長
）、
伊
藤
允
之（
栄
４

班
長
）、
太
田
忠
研（
平
和
４
班

長
）、
増
田
隆
（
野
田
２
班
長
）、

大
木
義
朗（
豊
栄
２
班
長
）、
椙

山
裕
介（
椿
海
２
班
長
）、
江
波

戸
英
己（
匝
瑳
１
団
員
）、
及
川

翔
太
（
飯
高
２
団
員
）、
平
山

裕
貴（
飯
高
２
団
員
）、
戸
村
正

和（
平
和
１
団
員
）、
片
岡
裕
太

（
豊
栄
１
団
員
）、水
野
隆
幸（
豊

和
１
団
員
）、
熱
田
実（
共
興
１

団
員
）、
三
浦
明
弘（
椿
海
１
団

員
）、伊
藤
真
史（
共
興
２
団
員
）

市
長
感
謝
状

◆
退
職
消
防
団
役
員

伊
藤
浩
治
（
前
本
部
付
）、
浅

野
等
（
前
本
部
付
）、
越
川
壽
一

（
前
本
部
付
）、
安
藤
義
和
（
前

本
部
付
）、
林
正
之（
前
豊
和
分

団
長
）、
山
﨑
純
生（
前
椿
海
分

団
長
）、
大
木
文
男（
前
須
賀
分

団
長
）、
佐
藤
昌
男（
前
豊
和
副

分
団
長
）、
小
林
英
樹（
前
椿
海

副
分
団
長
）、
宇
井
誠（
前
野
田

副
分
団
長
）

◆
内
助
功
労
者

林
憲
子（
団
本
部
付
夫
人
）、
宮

内
道
乃
（
中
央
副
分
団
長
夫

人
）、
佐
久
間
貴
子（
飯
高
副
分

団
長
夫
人
）

問
総
務
課
消
防
防
災
班

 

☎
73
・
０
０
８
４

　消防団は、常勤の
消防職員の勤務する
消防署とは異なり、
火災をはじめとする
災害発生時に自宅や
勤務先から現場へ駆
け付け、消火活動な
どを行う非常勤特別
職の地方公務員です。
　近年、大型の台風
や豪雨などが増え、
“市民の生命と財産
を守る”消防団の役割は、より一層重要性を増し
ています。
◆匝瑳市消防団の概要
　匝瑳市消防団は、団本部および12分団（各地区
１分団）で組織され、639人の団員が活動してい
ます。消防ポンプ自動車10台、小型ポンプ積載車
30台、指令車１台を有し、災害時は昼夜を問わず
出動します。
◆消防団員募集
　匝瑳市消防団では、地域防災の要として、随時
団員を募集しています。入団希望者は、下記まで
お問い合わせください。
 問総務課消防防災班☎73－0084

自分たちの地域は、自分たちで守る

消防団の役割
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